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【目的】卵 巣癌 の 予 後因 子 と して は，残 存腫瘍径

が最 も重要 とされ て い る が後 腹膜 リ ン パ 節転移 の

有無 に よ る検討は十分 に は行 なわ れ て い な い 。 そ

こ で，後腹膜 リ ン パ 節転移の 有無 が予後因子 とな

るか，retrospective に 検討 した 。 　【方法】 1988年

1月 〜 1995年 3 月ま で に ， 当施 設に お い て 後腹 膜

リン パ 節廓 清術が行 な われ た上皮性卵巣癌 64例を

対象 と した 。 1 ）64 例を腹腔内所見 に よ り期別分

類 し，各進 行期に お け る リ ン パ 節転移率を検討 し

た 。2 ）組織型に よ る リン パ 節転移率を比較 した 。

3 ） リ ン パ 節転移の 有無 が予後因子 とな り う る か ，

腹 腔 内所 見 に よ る期別毎 に Kaplan −Meier 法 に よ

り比較 した 。 【結果】全症例 の 平 均観察期間 は 27

ヵ月で あ り，腹腔内所見 に よ る進行期は pT 　1 ； 31

例 ， pT　2 ： 3 例 ，
　 pT　3 ：30 例 で あ っ た 。組織型 は

serous25 例 ，　 mucinous 　12例，　 clear 　 cell 　l　l例，

endometrioid 　9 例 ， そ の 他 7 例 で あ っ た 。 化学療

法 は ，主 に CAP 療法が 行 わ れ て お り，　 CDDP は腹

腔内に投与 され て い た。後腹膜 リ ン パ 節転 移 陽性

率 は，腹腔内所見に よ る 進行期 pT 　1 ： 6 ％ （2／

31），Pt　2 ： 33％ （1／ 3），　 pT　3 ：53％ （16／ 30） で

あ っ た。後腹膜 リ ン パ 節転移の 有無に よ る生存率

を比較 し た結果 ， pT 　1 ， pT 　2 で は 両群間に 有意差

は認め られ な か っ た
。

し か し
，

PT 　3 で は リ ン パ 節

転移陰性群 は リ ン パ 節転移陽性群 よ りも生 存率が

有意 に高か っ た 。 （Wilcoxon　P〈 0．05） 【結論】 1）

腹腔 内所 見 に よ る進行期 pT 　3 の卵巣癌 に お い て ，

後腹膜 リ ン パ 節転移 は重 要 な予後 因子 で あ る。

2 ） pTl の 症例 で あ っ て も，傍大動脈節が 陽性 の

症例が あ り ， pT 　1 に お い て も リ ン パ 節廓 清 が 必 要

で あ る と考え られ た 。
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【H 的】卵巣癌 の 骨盤リ ン パ 節（PLN ）・傍大動脈 リ

ンパ 節（PAN ）転移に つ い て 臨床病理 学的に解析 した．

【方法】 1988 年1月 か ら1995年5月まで に 当科 で 取

り扱っ た原発性上皮性卵巣癌の うち ， 初回 手術（両

側付属器摘出，子宮全摘 ， 大網部分切 除）で PLN 廓

清 とPAN 廓清またはPAN 生検 を施行 した24例，

SLO で PLN 廓清 と PAN 廓清を施行 し た 3例 の 計 27例

を 対 象 と し，臨床進行 期別 ・病理組織型別の PLN と

PAN 転移頻度を調べ る とともに こ れ らリン パ 節転移

を起 こ す危険因子 を検討 した ．さらに，こ れ ら リ ン

パ 節転移が予後に及ぼす影響を調 べ た，　 【成績】

1）PLN 転移 は 27例中4例（14 ．8％ ）に 認め られ ，　 PAN

転移 は 27例 中5例 qR ，5％ ）に 認め られた．2）　1　en（13

例）］期（2例）で はPLN 転移 ・PAN 転移を認めた例 は

な か っ た ．皿 期 で は，pLN 転移 は 8例中3例（37 ．5％），

RへN 転 移は8例中4例（50 ．0％）に 認め，N 期 で は PLN

転移 とPAN 転移をともに 4例 中1例（25．0％）に 認めた．

PIN 　 PAN と も 1期 と 皿 期間で 転移頻度に有意差を

認めた（pく0．01）．3）PLN 転移陽性4例 は全例 PAN 転

移陽性で あ り， そ の 他PAN 転移 の み陽性が 1例あ っ

た．4）病理組織型 と PLN ・PAN 転移頻度間に は全体

と して は有意な関連はか っ た，5）腹膜播種 の 存在，

腹水細胞診陽性，腫瘤 の 両側性がPLN 転移 ・PAN 転

移 に 関し有意な危険因子で あ っ た．6）田 ・W 期例で

の 3年生存率は リン パ 節転移陰性群で 100 ％，リ ン

パ 節転移陽性群で 60％で あ り，後者で 予 後 不良で あ

っ た（P−0．062）．　【結論】卵巣癌の 皿期IV期にお い

て PLN 転移陽性例 は 全例PAN 転移陽性 で あ っ た こ と

か ら，丗 期 W 期例 で はPAN を含む リ ン パ 節廓清が必

須 で あ り，pm ・PAN 転移 の 有無の 検索は 症例の 予

後判定上 重要な こ とが確認 さ れ た．
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